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１． 自己評価書全般について 

 

 自己評価書より、渕江小学校が目指す学校像の実現に向け細かく目標を立て、教職員が一

丸となって日々取組んでいることを大いに評価したい。目標が達成できなかった事項につい

ては、引続き関係機関と連携を図り取組んでいただきたい。 

 

 

２． 学校から提示された「課題」や「保護者・地域への期待」について 

 

 「学力向上」について、継続して学力向上委員会を中心として小中連携による合同研究や

校内研究、放課後けやき教室等を通したきめ細やかな指導により、着実に学力が向上してい

くと思われる。 

「家庭・地域との連携」について、地域の幼稚園・保育園との交流や、教職員がＰＴＡ・

地域活動に積極的に参加していることで、学校をより身近に感じることができた。また、創

立１１５周年記念行事は、子供たちが地域を知り地域から多くを学ぶ良い機会となり、高く

評価したい。そして、保護者の中には渕江小学校の卒業生が多くいるので、様々な場面で協

力を得ながら地域学習を続けていただきたい。 

「健康な心身の育成」について、挨拶・言葉遣いは本来家庭で教えるべき事柄であり、家

庭の協力なしでは徹底できないため学校と家庭の共通理解を深めるよう、また気持ちの良い

挨拶を通して「温かい人間関係の構築」や「相手を思いやる心」の素晴らしさを子供たちに

教えるためにも、協議会をはじめ近隣町会他や関係団体と連携した地道な取り組みをする必

要がある。 

 

 

３． その他 

 

渕江の特色である伝統文化教育を末長く継続していただき、子供たちの興味や意欲を引き

出しながら、大会や発表が子供たちの良き目標となってほしい。 

当協議会は来年度以降も地域の宝である「渕江の子供たちのため」に渕江小学校と歩調を

合わせ活動して参りたい。 


